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　センター内には、プライバシーを配慮して全室個室化された、内視鏡検査室5室とX

線透視ができるTV室2室の合計7室が配備されています。TV室のうち1室は、陰圧

室で空気感染対策（結核菌など）が必要な気管支鏡検査等に効果を発揮します。

　各検査室には、たくさんの高画質・高機能な内視鏡機器が設置されており、さまざま

な疾患に対して、安全かつ質の高い診断・治療を行っています。また緊急内視鏡診療

にも24時間対応しています。

　その他にも、清潔感のある開放的な待合室、説明室、リカバリー室、更衣室、前処置室、

トイレ等があり、皆さまに快適にご利用いただける環境を整えております。

使用した内視鏡は日本消化器内視鏡ガイドラインに沿って適切に内視鏡洗浄、消毒を

行っています。

また内視鏡検査をスムーズに受けられるように鎮静剤使用下の内視鏡検査も導入して

いますのでご希望の方は遠慮無く担当医へお伝えください。
 

ご 紹 介 医 師 紹 介

緩和ケア病棟とは

緩和ケア病棟の役割

消化器内科医師紹介

氏名・役職 主な資格、認定

向　克巳
むかい　かつみ

診療部長

日本内科学会 総合内科専門医 
日本消化器病学会 専門医・指導医
日本消化器内視鏡学会 専門医・指導医

消化器内科医師紹介

氏名・役職 主な資格、認定

鶴賀 聡美
つるが　さとみ

内科後期研修医
(消化器内科専攻)

日本内科学会 所属
日本消化器病学会 所属
日本消化器内視鏡学会 所属

野瀬 賢治
のせ　けんじ

内科後期研修医
(消化器内科専攻)

日本内科学会 所属
日本消化器病学会 所属
日本消化器内視鏡学会 所属

呼吸器内科医師紹介

氏名・役職 主な資格、認定

小林 裕康
こばやし　ひろやす

呼吸器内科部長

日本内科学会 認定医  
日本呼吸器学会 評議員　　
日本結核病学会 結核・抗酸菌症認定医

小久江友里恵
こぐえ　ゆりえ

内科専攻医

日本内科学会 所属  
日本呼吸器学会 所属　　 
日本呼吸器内視鏡学会 所属

朝川 大暉
あさかわ　ひろき

消化器内科専攻医

日本内科学会 所属
日本消化器病学会 所属
日本消化器内視鏡学会 所属

呼吸器外科医師紹介

氏名・役職 主な資格、認定

深井 一郎
ふかい　いちろう

臨床副院長

日本外科学会 指導医
日本胸部外科学会 認定医・指導医
日本呼吸器外科学会 専門医・指導医・評議員
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡 専門医・指導医 

川野　理
かわの　おさむ

呼吸器外科部長

日本外科学会 専門医・指導医
日本呼吸器外科学会 専門医・評議員 
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡 専門医

設樂 将之
したら　まさゆき

呼吸器外科医長

日本外科学会 専門医　 
日本呼吸器外科学会 専門医 
日本がん治療認定医機構 がん治療認定医  
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡 専門医

齊藤 知規
さいとう　とものり

内視鏡部長

日本内科学会 認定内科医
日本消化器病学会 専門医・指導医
日本消化器内視鏡学会 専門医・指導医 
日本消化管学会 専門医・指導医

松﨑 晋平
まつさき　しんぺい

消化器内科医長

日本内科学会 総合内科専門医
日本消化器病学会 専門医
日本消化器内視鏡学会 専門医 
日本胆道学会認定指導医
日本膵臓学会認定指導医

岡野　宏
おかの　ひろし

消化器内科部長

日本内科学会 総合内科専門医
日本消化器病学会 専門医・指導医・評議員 
日本消化器内視鏡学会 専門医 
日本肝臓学会 専門医・指導医・西部会評議員 

佐瀬 友博
させ　ともひろ

消化器内科医長

日本内科学会 総合内科専門医
日本消化器病学会 専門医 
日本消化器内視鏡学会 専門医・指導医

磯野 功明
いその　よしあき

消化器内科医長

日本内科学会 総合内科専門医
日本消化器病学会 専門医 
日本消化器内視鏡学会 専門医

田中 宏樹
たなか　ひろき

消化器内科医長

日本内科学会 認定内科医
日本消化器病学会 専門医 
日本消化器内視鏡学会 専門医

熊澤 広朗
くまざわ　ひろあき

消化器内科医員

日本内科学会 認定内科医
日本消化器病学会 専門医 
日本消化器内視鏡学会 専門医

栃尾 智正
とちお　ともまさ

消化器内科医員

日本内科学会 認定内科医
日本消化器病学会 専門医 
日本消化器内視鏡学会 所属

快適な空間と高性能機器で皆さまをお迎えします

スタッフ構成 2018 年度　実績

安心・安楽の検査

消化器内科医

呼吸器内科医

呼吸器外科医

看護師

臨床工学技師

看護助手

事務員

日本消化器内視鏡学会  専門医

　　　　　　　　　　指導医           

日本呼吸器内視鏡学会      専門医

日本消化器内視鏡認定技師免許取得者

12名

2名

3名

7名

3名

2名

3名

7名

3名

3名

3名

胃カメラ

大腸カメラ

超音波内視鏡

ERCP関連手技

内視鏡的大腸ポリープ切除術

内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）

超音波内視鏡下吸引生検（EUS-FNA）

内視鏡的食道静脈瘤結紮術・硬化療法（EVL・EIS）

内視鏡的胃ろう造設術

気管支鏡

経皮経肝処置

7500件

2638件

339件

339件

999件

136件

77件

20件

57件

122件

99件

D o c t o r  i n t r o d u c t i o nG r e e t i n g

内視鏡センターの01 内視鏡センターの02



SU
ZU

KA
 C

H
U

O
 G

EN
ERA

L H
O

SPITA
L

3 4

内視鏡センターの03

概 要
O v e r v i e w

内視鏡室 1～ 4

健診や一般の胃カメラ・大腸カメラ・内視鏡的大腸ポリー
プ切除術を行います。その他に、超音波内視鏡や胃ろう造設・
交換も行います。

内視鏡室 5

特殊検査・処置をする為に、一番広い部屋になっています。
内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）という内視鏡手術を行い
ます。その他、健診や一般の胃カメラ、大腸カメラ・内視
鏡的ポリープ切除術、超音波内視鏡、胃ろう造設・交換、
食道静脈瘤の治療やアルゴンプラズマ凝固法という高周波
装置を使った止血治療等を行います。

透視室　A

胆膵疾患の胆膵 EUS（超音波内視鏡検査）、
ERCP（内視鏡的逆行性膵胆管造影法）を行います。
造影結果によって必要な内視鏡的処置も行います。

透視室　B

空気感染対策が必要な検査・処置に対応できるように陰圧
室となっています。
気管支鏡検査や消化管疾患へのチューブ留置やステント治
療、消化管造影、経皮的ドレナージ術等を行います。

受付・待合室

内視鏡センター入り口から入ってすぐに受付があります。

リカバリー室

体調不良の方はもちろん、検査で鎮静剤を使用した場合や、
内視鏡的ポリープ切除術を受けた後の安静の為に使用して
います。個室もあります。

説明室

個々の内視鏡室で説明する場合もありますが、
個室で画像を供覧しながら検査結果説明を行います。

下部前処置室（男・女）

大腸内視鏡検査は、腸に便があっては出来ません。
便を出す為に、下剤を内服します。
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内視鏡センターで04

で き る こ と
W h a t  c a n  b e  d o n e

食道から胃、十二指腸の一部までを観察します。当センターでは、性能の良い内視鏡を使って「カメラで治
せるがん」のうちに発見することを目的にしており、すべての方にハイビジョン内視鏡を用いた口からの内
視鏡検査をおすすめしています。必要な方には拡大機能（約
８０倍）付の内視鏡を用いて、正確な診断をしています。
また、胃の検診はバリウム検査もありますが、
「カメラで治せるがん」をバリウム検査で見つけるのは難
しいし、「カメラで治せるがん」には全く症状がありません。
１年に１度ですから頑張って内視鏡検査を受けましょう！

下部消化管内視鏡 大腸カメラ

大腸と小腸の一部を観察する検査です。「大腸カメラは苦しい」という声をよく耳にしますが、患者さんの苦
痛を最小限にするために声かけをしながら、丁寧な内視鏡操作を心がけています。
大腸カメラもハイビジョン内視鏡を用いて「カメラで治
せるがん」のうちに発見することを目的としています。
当センターでは拡大機能の付いた内視鏡でしっかり観察
して、悪性のもの、悪性になりそうなものはカメラで切
除しています。また、大腸カメラは検査そのものよりも、
大腸をきれいにする準備が大変です。当センターでは専
用の部屋を設け、なるべく快適に準備できるように配慮
しております。

胆膵内視鏡
胆管や胆のうなどの胆道や、膵管に病気が疑われる患者さんに対して行い
ます。内視鏡を十二指腸まで挿入して胆管と膵管を造影し、写真をとる検
査です。
また、内視鏡の中にさらに細い内視鏡を挿入して（親子スコープ）、胆管
の中を直接観察したり、超音波検査を組み合わせて正確な診断をします。
多くの場合は検査に引き続いて胆石を除去したり、生検や
細胞診を行うため入院して施行します。

上部消化管内視鏡 胃カメラ

内視鏡の先端に小さな超音波装置のついたタイプと、内視鏡の鉗子孔
から挿入するタイプがあります。消化管にできた腫瘍の診断はもとよ
り、消化管外のリンパ節・腫瘍などの検査や、胆管・膵管内の診断も
行います。体表からの超音波と異なり、消化管に隣接する臓器をすぐ
そばから観察できるため、今までの超音波検査では見えにくかった臓
器について詳細に観察ができます。更に組織採取を行うことも可能で
す。

治療内視鏡

当センターでは、早期食道がん、早期胃がん、早期大腸がんに対する
内視鏡治療として、早くから内視鏡的粘膜下層剥離術（ＥＳＤ）を導
入し、三重県でも有数の実績を上げております。ＥＳＤは粘膜にとどま
る病気であれば、その大きさにとらわれず切除できる画期的な内視鏡
治療法です。
「カメラで治せるがん」の範囲が大きく広がりましたので、カメラで取
れるうちに見つけることがますます重要になります。　
また以前から、内視鏡的大腸ポリープ切除術や、内視鏡的胆管結石除
去術、消化管ステント留置術なども数多く施行しております。

気管支鏡

肺や気管支の病気を診断するための内視鏡検査、いわゆる肺カメラの
検査です。気管支鏡の太さは約 3 から 6mm くらいの細くて柔らかい
管で、一般的な胃カメラより細くできています。また、一番先端には
小型の CCD カメラが搭載されており、外部のモニターで口の中から気
管支の中を見ることが出来る機器です。この検査が行われるのは、(1)
肺がんや間質性肺炎、感染症などの病気を疑う場合、(2) 痰に血が混じ
る、痰が詰まって息が出来ない場合、(3) 入れ歯などの異物を誤嚥した
場合などがあげられます。

超音波内視鏡


